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GlobalEngliこh 経版は

ビジネス英語に特化した教材で学べます

イン英語学習

IEnglish削
日経版

4つのスキルが
バランスよく向上

リアルなビジネスシーンで実践力を鍛える
GIobalEnglish日経版では、あらゆるビジネ

ス場面を想定した英語表現を学べます。例えば

会食など仕事上のつきあいや海外出張、会議や

会談、プレゼンテーション、電話での応対や交渉

など、多くのビジネスレーンを想定した演習が

充実しています。

仕事上のつきあい  出張

η」 }見  に  Ч i   ザ【ム グL   /1

―
―
以
前
と
の
違
い
は
。

「
ア
フ
リ
カ
で
は
英
バ
ー

ク
レ
イ
ズ
銀
行
な
ど

（
ア
フ

リ
カ
の
旧
宗
主
国
で
あ
る
）

欧
州
の
金
融
機
関
が
幅
を
き

か
せ
て
い
た
。
だ
が
０８
年
の

リ
ー
マ
ン

。
シ
ョ
ッ
ク
後
（

欧
州
か
ら
の
融
資
は
減
少
。

対
照
的
に
日
本
の
金
融
支
援

の
役
割
は
高
ま

っ
て
い
る
。

（昨
年
５
年
ぶ
り
に
日
本
で

開
か
れ
た
）
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
前
後

か
ら
域
関
の
各
国
政
府
や
日

本
企
業
か
ら
の
融
資
要
請
が

盛
ん
に
な

っ
て
い
る
」

「
融
資
分
野
で
活
発
な
の

は
建
設

。
鉱
山
機
械

の
購
入

や
通
信
機
器

・
基
地
局
な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
向
け
。
ア
フ

リ
カ
開
発
銀
行
に
よ
る
と
高

い
購
買
力
を
持

つ
中
間
層
は

４０
年
に
は
６
億
人
と
１０
年
比

７
割
増
え
る
見
通
し
で
、
南

ア
フ
リ
カ
で
は
個
人
向
け
の

二
輪

・
四
輪
の
ロ
ー
ン
保
証

も
浸
透
し
て
い
る
」

「
各
国
政
府
は
公
的
債
務

機
Ｅ
Ｌ
照
明
　
素
材
自
体
が
発
光
し
、
２
、げ
房

薄
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
温
度
も
セ
氏
３０
度

な
る
。
建
築
物
と

一
体
に
作
り
込
め
る
な
ど
デ

の
幅
が
広
い
の
が
特
徴
。

一
方
、
明
る
さ
が
発

オ
ー
ド

（Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
よ
り
劣
る
う
え
、
価

い
こ
と
が
普
及
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
。

が
積
み
上
が
る
の
を
避
け
た

い
た
め
、

（民
間
資
金
を
活

用
し
て
マ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
官
民

一
体
で
行
う
）
Ｐ
Ｐ

Ｐ

（パ
ブ
リ

ッ
ク

・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
方
式
が
増
え
て
い
る
の

も
近
年
の
特
徴
だ
」

―
―
中
国
も
投
融
資
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

「
中
国
の
官
民
の
投
融
資

額

に
は
日
本
勢
は
及
ば

な

い
。
道
路
や
橋
な
ど
の
建
設

に
は
融
資
額

が
も

の
を

い

う
。
半
面
、
自
動
車
組
み
立

て
や

（洋
上
の
石
油

・
ガ
ス

生
産
貯
蔵
積

み
出

し
設
備

の
）
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
な
ど
日
本
企

業
に
し
か
で
き
な
い
高
付
加

価
値
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
か

な
か
中
国

は
手
を
出

せ
な

い
。
日
本
の
金
融
機
関
に
は

相
手
国
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

く
み
あ
げ
つ
つ
、
有
利
な
貸

し
出
し
条
件
で
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
組
成
す
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」

（聞
き
手
は
上
阪
欣
史
）

ラ
ス
を
１
枚
に
し
て
代
わ
り

に
フ
ィ
ル
ム
を
使
う
タ
イ
プ

も
開
発
。
Ｏ

・
７
、げ
房
の
試

作
も
始
め
た
。

３０
度
の
角
度

ま
で
折
り
曲
げ
ら
れ
る
タ
イ

プ
の
投
入
も
め
ざ
す
。

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は
次
世
代

照
明
の
本
命
と
さ
れ
な
が
ら

寿
命
や
効
率
、
価
格
面
な
ど

の
革
新
が
進
ん
だ
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
照
明
に

比
べ
普
及
が
遅
れ
て
い
る
。

フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
の
照
明
事
業

独
Ｓ
Ｌ
Ｍ
ソ
リ
ュ

年
内
株
式
公
開
ヘ

７５００
万

口千
調
達
見
込
む

【
ベ
ル
リ
ン
Ｈ
加
藤
貴
行
】

３
Ｄ

（３
次
元
）
プ
リ
ン
タ

ー
メ
ー
カ
ー
の
独
Ｓ
Ｌ
Ｍ
ソ

リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
年
肉
の

株
式
公
開

の
準
備

に
入

っ

た
。
レ
ー
ザ
ー
で
金
属
を
溶

融
し
て
造
形
す
る
技
術
に
強

く
、
従
業
員
わ
ず
か
８０
人
強

の
中
小
企
業
だ
が
、
米
航
空

宇
宙
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
や
欧

州
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
、
米
ゼ
ネ
ラ
ル

。
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク

（
Ｇ

Ｅ
）
、
独
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど

優
良
顧
客
を
持

つ
。
２
０
１

３
年
１２
月
期
の
売
上
高
は
２

１
６
０
万

口千

（約
３０
億
円
）

で
ド
イ
ツ
国
外
が
６７
％
を
占

め
る
。
上
場
で
７
５
０
０
万

口子
の
資
金
調
達
を
見
込
ん
で

お
り
、
研
究
開
発
投
資
に
充

て
る
。

の
１３
年
１２
月
期
の
売
上
高
は

８４
億
１
３
０
０
万

口千

（
１
兆

１
９
０
０
億
円
）
。

１２
年
に

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
単
体
で
黒
字

化
し
、
当
面
は
蛍
光
灯
な
ど

従
来
型
照
明
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

が
け
ん
引
役
に
な
る
。

た
だ
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
に

よ
る
と
、
高
級
車
の
照
明
で

は
両
者
間
で
競
合
が
始
ま

っ

て
い
る
と
い
う
。
２
年
後
に

は
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
が
現
状
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

の
性
能

に
達

し
ヽ

‐９
年
時
点
で
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
の
性
能
が
上
回
る
と
み

て
他
社
に
先
行
す
る
。

t】,デ

型

も
推
進
①
量
産
型

大
き
さ
１２
↓
豚
×

ら
、
来
年
に
は
３５

を
房

×
８
を
メ
の
長
方
形
を

投
入
す
る
。
将
来
的
に
は
５０

を
房

Ｘ
４０
荘
肝
も
視
野
に
入

れ
る
。

現
行
製
品
は
ガ
ラ
ス
を
２

枚
張
り
合
わ
せ
る
た
め
薄
さ

は
１

・
８
、げ
打
あ
る
が
、
ガ

多
′
し

′＼な板  )通 か テヽ ＼こ米 視 天 ぢ

相手国のニーズ把握重要変容するテレビ文化映す
若
者
中
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、

最
近
で
は
同
じ
映
像
で
も
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ

（ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

と
同
じ
夕
／
ミ
ン
グ
で
視
聴
で

レ
タ
ー
マ
ン
氏
⑮
の
番
組
に
は

オ
バ
マ
大
統
領
⑮
も
出
演
Ｈ
ロ

イ
タ
ー

き
る
）
で
、
安
い
コ
ス
ト
で
見

た
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
た
い
時

に
み
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。

大
物
司
会
者
の
名
人
芸
だ
け

で
は
視
聴
者
の
引
き
留
め
に
限

界
が
生
じ
て
い
た
の
は
想
像
に

難
く
な
い
。
つ
い
２
カ
月
前
に

は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
放
映
す
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
、
ジ

ェ
イ

。
レ
ノ
氏

が
約
２２
年
間
務
め
た
司
会
者
の

座
か
ら
降
り
て
い
る
。

太
平
洋
を
挟
み
、
ト
ー
ク
番

組
が
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
日

本
で
は
先
月
末
、森
田

一
義
（タ

モ
リ
）
氏
が
番
組
終
了
に
と
も

な
い
約
３２
年
務
め
た

「笑

っ
て

い
い
と
も
」
の
司
会
に
終
止
符

を
打

っ
た
。
時
折
見
せ
る
タ
モ

リ
氏
の
皮
肉
の
き
い
た
知
的
な

要
素
が
長
寿
に

一
役
買

っ
た
の

は
間
違
い
な
い
。

ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
、
ソ
ー
シ
ャ

ル

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ

ー
ビ
ス

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
、
有
料
ス

ト
リ
ー
ミ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
ー

ー
。
今
や
テ
レ
ビ
局
の
競
合
相

手
は
多
種
多
様
で
、
要
求
さ
れ

る
の
は
秒
単
位
で
視
聴
者
を
飽

き
さ
せ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

さ
。
洒
脱

（し
ゃ
だ
つ
）
な
日

米
大
物
司
会
者
の
降
板
は
、
時

代
の
波
を
受
け
変
容
す
る
テ
レ

ビ
文
化
を
も
映
し
出
す
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
稲
井
創

一
）

る。 自動車産業はハ ンガ リー経済の成長の

けん引役となってお り、13年の工業生産の

約20%、 国内総生産 (GDP)の 約 10%を
占めている。 (WWW.jetro.go.jp/biZnews/5

344cf9203e80)

ビジネスワイヤから

www.bushesswire.com/

▼米クアルコム、スマー トフォンなどに向け

た半導体「スナ ップ ドラゴン」の次世代品

を発表 (WWW.qualcomm.com)
▼省エネ・ 倉1エネ事業の米アメレスコ、南カ

ロライナ州のバイオマス発電所で、氷雨が

付着 して凍結する「アイスス トームJによ

る被害を受けた森林資源を燃料 に活用 (W
ww.ameresco.com)

▼米オー トモービル 。マガジン誌、2014年の

オールスター賞選出。日本車ではホンダ「ア
コー ド」やマツダ「アクセラ」、富士重工

業「 BRZJが トップ 10に (WWW,SOurcei
nterlinkmediaocom)

▼米調査会社ナビガン ト・ リサーチ、ガソリ

ン 。軽油を使わない自動車の世界市場の規

模が2022年に約 2倍の1240万台と予測 (W
ww.navigantresearch.com)

▼英 GEヘルスケア、カナダの手術室管理シ

ステム会社 CHCAコ ンピューターシステ

ムズを買収へ (WWWogehealthcare,com)

▼カナグのバイオ企業バイオベンタス、超音

波骨折治療機器「エクソジェン」の改良版

をカナダ国内で発売 (WWWob10Ventusglob
alocom)

▼調査会社 リサーチ 。アン ド。マーケ ッツ、

中国造船業の2014～ 18年の動向調査を発表

(WWW.researchandmarkets,com)

▼ス ウェーデ ンの通販大手 CDONグ ルー

プ、紳士・ 婦人向けファッシ ョン通販サイ

トのポーラン ド語版を開設 (WWWoCdOngro
up.com)

▼米フ
°
ロクター・ アン ド・ ギャンブル (P&

G)、 世界の主要市場でのペッ トフー ド事

業を29億円レで米マースに売却 (WWW.pg.co
m)

■ ■東南アジア各国では経済成長
とともに消費者ニーズも多様化

しています。変化の激 しい現地
ニーズを素早 く取 り入れるた

め、グローバル企業では製品を

現地開発する動きが加速 してい

ます。自動車産業を例に現地開

発の現状を見てみましょう。

自動車産業では近年、生産機能だ

けでな く、設計変更や評価などより

上流の機能まで現地化 されていま

す。上位の部品メーカーや素材メー

カーも完成車メーカユからの共同開

製品開発、現地化の実現性
製品特 性による現地化 のイ頃向

積極的慎 重
現地化

のイ頃向

サプ ライヤ

ーか らゲ ス

トエ ンジニ

アを招 き、

現地 で共 同

開発

完成車 メ ーカ

ーが 自社 のエ

ンジニ アを中

心 とこ日本 国内

で開発

開発形態

ノンコア技術コア技術技術 タイプ

内装、ボデ

ィーなど

エンジン、ブ

レーキなど
製 品

J L

日本総合研究所創発戦略センターマネジャー 副 島 功 寛 氏

発需要に応えるべ く、現地開発機能
を強化 しています。現状では完成車

メーカーと直接取引のない中堅企業
では開発の現地化はあまり進んでい

ません。ただ今後は完成草メーカー

や大手部品 。素材メーカーに引っ張

られる形で、共同開発機能などを整

備していくことになるでしょう。

現地化は中堅企業にとっても大き

な商機です。特に質感やデザインな

どノンコア技術を用いる内装やボデ

ィーなどに関わる製品の場合、現地

化が比較的容易なうえ、大手企業が

取り組みにくいニッチな技術領域に

踏み込んだ提案もできそうです。

しかし、安全に関わるコア技術を

含むブ レーキやエンジンなどに関わ

る製品では、現地に開発を委ねるリ
スクは小さくありません。製品の評

価機能にも課題が残るため現地化が

適さないことがあります。

ある善【品メーカーは完成車メーカ
ーの要請で共同開発への参加を検討

したものの、結局完成車メーカー側
の判断で計画が白紙となりました。

検討に要した費用は回収できず、大

きな痛手となりました。開発の現地

化は顧客の計画をうのみにせず、製

品特性を見極め、その実現可能性を

独自に検討することが重要です。


